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  a を正の定数とする。原点をO とする座標平面上に定点 ( , 0)A A a= と， A と異なる動点

( , )P P x y= をとる。次の条件 

AからPに向けた半直線上の点Qに対し 2AQ
AP
≦  ならば 

QP AP
OQ OA
≦  

を満たすPからなる領域をDとする。Dを図示せよ。 

 

AからPに向けた半直線上にあり， 2AQ
AP
≦ を 

満たす点Qは， t=AQ AP  …① （0 2t≦ ≦  …②） 

とおける。 

このとき，0 2t≦ ≦ を満たすすべての tに対して 
QP AP
OQ OA
≦  となる条件を求めればよい。 

| 1|t= −QP APであるから 

QP AP
OQ OA
≦  ⇔ 

| 1| 1t
a

−
OQ

≦  

      ⇔ ≠Q O  …③ かつ | 1|a t − OQ≦  …④ であり， 

=Q O  となり得るのは，Pが x軸上の
2
ax≦ の範囲にあるとき …⑤ であるから 

③を満たすために，⑤ではない場合を考えればよい。 

①のとき， t= +OQ OA AP ( ( ), )a t x a ty= + −  である。 

そして，
2 2 2{ ( )} ( )a t x a ty= + − +OQ  

2 2 2 2{( ) } 2 ( )x a y t a x a t a= − + + − +  であるから 

④ ⇔ 2 2 2( 1)a t − OQ≦  

 ⇔ 2 2 2 2 2 2( 1) {( ) } 2 ( )a t x a y t a x a t a− − + + − +≦  

⇔ 2 2 2( 2 ) 2 0x y ax t axt+ − + ≧  …⑥ となるが 

0t =  のとき ③は成り立つ。 

よって，②を満たすすべての tに対して⑥が成り立つ 

⇔ 0 2t< ≦  を満たすすべての tに対して 2 2( 2 ) 2 0x y ax t ax+ − + ≧  
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⇔ 2 2( ) ( 2 ) 2f t x y ax t ax= + − +  に対して， ( )f t は tの 1次関数であることから 

(0) 0f ≧  かつ (2) 0f ≧  

⇔ 2 0ax≧  かつ 2 22( ) 0x y ax+ − ≧  

⇔ 0x≧  かつ 2 2 0x y ax+ − ≧  …⑦ 

以上から，求める領域Dは 

「 ≠P A」 かつ「⑤ではない」かつ「⑦」 

 であり，図示すると右図の網目部分となる。 

 ただし，境界は (0, 0)， ( , 0)a を除いてすべて含む。 
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